
 

夏季大会における新型コロナウイルス 

感染症拡大防止について 

 

 現在、第7波がおとずれ、これまでにないスピードで感染者が爆発的に増加しています。学校現場

においても感染者が増加してきていることは事実です。これまで、高校ソフトテニスの大会において

クラスターが発生したことはありません。これは、選手の皆さんはもちろん、保護者の皆さんのおか

げでもあります。これからもソフトテニスの大会が中止になることなく、練習の成果を発揮できる機

会を確保するため、選手・保護者の皆さんへ以下の通り感染拡大防止にご協力をお願いします。 

 

１．選手へのお願い 
（１）周囲２ｍ以内に人がいる場合は原則マスクを着用すること。 

（２）飲食をする場合は黙食を徹底する。 

（３）審判をする際はマスクを着用しなくてもよいものとする。ただし、選手からの質問等に対応で

きるよう、マスクは所持しておくこと。 

（４）試合において整列の際は集合せず、サービスラインであいさつやトスを行うこと。また、副審

は選手の手指を消毒すること。 

（５）タオルやドリンクの共用はしないこと。 

（６）選手本人はもちろん、家族に体調不良者がいる場合、出場について慎重に判断すること。 

（７）応援は拍手のみとし、声を出しての応援はしないこと。 

 

２．保護者へのお願い 
（１）来場できるのは選手一人につき原則保護者２名までとする。 

（２）来場する保護者は各学校が発行するネックストラップを会場内では常時着用すること。 

（３）来場する保護者は大会当日に本部に提出する一覧表に氏名・住所等必要事項を記入すること。 

（４）来場する保護者は大会参加チェックシートを記入し、大会当日各学校の顧問に提出する。各学

校の顧問はチェックシートを１か月間保管すること。 

（５）発熱や風邪症状等がある場合は来場しないこと。 

（６）来場する保護者等はマスクを着用し、手指消毒に努める、観戦する際は周囲とできるだけ間隔

をあけるなど、感染症対策を徹底すること。 

（７）来場する保護者は飲食をする際に黙食すること。また、選手と飲食を共にしないこと。 

（８）来場する保護者は選手との会話を控え、コーチングも行わないこと。 

（９）来場する保護者は大会本部の指示に従い、感染症対策に協力すること。 

（10）上記事項が守られない場合は、大会途中からの無観客もあり得る。 

 


